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「日本語教育の参照枠」の
目指すもの再考
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5 学習者の目的・我々が目指すもの

1 経緯と目的

2 「日本語教育の参照枠」とは

3 CEFRとCEFR-CVについて

4 言語教育観のアップデート

本日の内容
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経緯と目的
Background
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日本の来た道

江戸時代： 鎖国
明治・大正： 開国、和魂洋才、脱亜入欧、富国強兵、領土拡張、植民地政策、日清・日露戦争
昭和： 八紘一宇、大東亜共栄圏
第二次世界大戦 「鬼畜米英」、原爆、敗戦
「中国残留孤児・婦人」→「中国帰国者」

戦後： 新憲法、作り直しの国、やり直し 戦後復興
旧植民地出身者「特別永住権」（朝鮮半島、台湾等）
差別・偏見→人権教育

高度経済成長 「追いつけ追い越せ」 「Japan as Number 1」
バブル崩壊
少子高齢化 人口減少

平成： 労働力不足 「失われた30年」

日本語学習者が、日本の歴史をどう理解しているのか →どのように信頼関係を構築できるか
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• 1970年代〜ニューカマー：中国帰国者、農村花嫁、インドシナ難民、
• 1990年の入管法改正により、日系人に労働制限のないビザ→ 南米から移民

• 2007-  リーマンショック等で解雇、帰国を促す
• 少子高齢化、日本人がつきたがらない仕事→労働力不足
• 1993  技術研修生 主に中国人

• 2011 東北大震災、津波、原発事故
 技能実習制度 ベトナム人急増 → 不当な待遇等 「奴隷制度」!? →失踪、死亡

• 2016 「外国人労働者（移民）」受入れ数 世界４位 （OECD）
• 2019 入管法改正:新しい在留資格「特定技能」（外国人労働者を正式受け入れ）
• 2019  「日本語教育の推進に関する法律」
          COVID -19 の入国制限下でも、技能実習生は入国（40万人）
・ 2024 「育成就労制度」開始

留学生教育から就労者・生活者へ日本の在留外国人と日本語教育
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出典： 厚生労働省 「「外国人雇用状況」の届出状況まとめ」（R5年10月末時点）
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日本の在留外国人と日本語教育

•留学生教育から就労者・生活者への変化
•日本語教師は、それに対応してきたのか？

→ 国内のJSL学習者は「留学生10万人計画」（1983）＋「留学生30万人
計画」（2008）という国策を達成した
•日本語教育関係者は、「留学生教育」のプロばかり？？

•留学生教育と「就労者」「生活者」への日本語教育は同じで良いのか？
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・ 「来日前と来日後の日本語講習で、一生懸命教科書の日本語を勉強しまし

た。でも職場では、習った日本語は全然通じなくて、今まで何をやってきたんだ

ろうと悲しくなりました。もう日本語を勉強するのは時間がもったいないと思いま

す。」

・ 「教室内言語」が現実の言語使用と乖離

・ 受け入れ側の日本語母語話者が「学習者の日本語」に慣れていない

・ 技能実習生に最適化した日本語教育だったのか？→ 考えるためのツール

の一つ「日本語教育の参照枠」

ベトナム人技能実習生の戸惑い ＜事例＞
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根拠法：「日本語教育の推進に関する法律（令和元年法律第48号）」（2019）

（⽬的）第⼀条
…⽇本語教育の推進に関し、基本理念を定め、並びに国、地⽅公共団体
及び事業主の責務を明らかにするとともに、…⽇本語教育の推進に関す
る施策を総合的かつ効果的に推進し、もって多様な⽂化を尊重した活⼒
ある共⽣社会の実現に資するとともに、諸外国との交流の促進並びに友
好関係の維持及び発展に寄与することを⽬的とする。（下線は引⽤者）

日本語教育の質と量を上げて、希望する外国人が希望する日本語能力を身につけられるようにすること

目的

政府主導の日本語教育推進策
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②「日本語教育の水準の維持向上」に関わる方策

日本語教育関係者の「共通基盤」となる「日本語教育の参照枠」を策定
する

日本語教育機関の認定制度 ＋ 日本語教員の国家資格制度
① 制度面の方策

政府主導の日本語教育推進策
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グローバル化

●世界中で国境を超えた⼈々の移動が進む
⇒⾔語教育・学習・評価の促進のための「ヨーロッパ⾔語共通参照枠（CEFR: Common 

European Framework of Reference for Languages)」（欧州評議会CoE 2001）

⽇本語学習者の
多様化

●⽇本語教育についても国内外の学習者が多様化
⇒「⽇本語教育の推進に関する法律」（令和元年６月28日）

第一条「多様な文化を尊重した活力ある共生社会の実現に資するとともに、諸外国との交流の促進
並びに友好関係の維持及び発展に寄与する」ことを理念に

共通の指標の有
⽤性

●多様な⽇本語学習者が適切で継続性のある⽇本語教育を受けられるようにするための、全
ての関係者が参照できる⽇本語学習、教授、評価のための枠組み
⇒CEFRを参考にした「⽇本語教育の参照枠」を策定

●⽇本語教育についても国内外の学習者が多様化
⇒「⽇本語教育の推進に関する法律」（令和元年６月28日）

第一条「多様な文化を尊重した活力ある共生社会の実現に資するとともに、諸外国との交流の促進
並びに友好関係の維持及び発展に寄与する」ことを理念に

※令和3年度「⽇本語教育の参照枠」活⽤のための⼿引等の作成
※令和4年度以降にＣＥＦＲ２０２０補遺版等について検討を⾏う予定

●「⽇本語教育の参照枠」の活⽤のための⼿引きの作成
⇒これまでの⽇本語教育＝留学⽣を念頭においた⽇本語教育の伝統も⽣かしつつ

⽣活・就労等の分野の⽇本語教育の進展に資する

「日本語教育の参照枠」の策定背景と経緯
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「日本語教育の参照枠」
とは

Reference Framework for Japanese 
Language Education

02
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注意②
具体的な教育の内容・方法の方針を直接定めるものではない。

注意①

「日本語教育の参照枠」とは
「日本語の習得段階に応じて、求められる日本語教育の内容及び方法を明らかにし、外国人等が適切かつ継
続的な日本語教育を受けられるようにするための、日本語教育に関わる全ての人が参照できる日本語学習、教
授、評価のための枠組み。作成に当たっては、ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR) を参考とした。
                                  （出典：「日本語教育の参照枠 報告」（2021）p.15

15

日本語教育の「内容」や「方法」を、政府が画一化・統一しようとして出しているものではない。



「日本語教育の参照枠」の目指すもの（言語教育観の柱）
1日本語学習者を社会的存在として捉える

2言語を使って「できること」に注目する

3多様な日本語使用を尊重する

                                  （出典：「日本語教育の参照枠 報告」（2021）p.15
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「日本語教育の参照枠」の構成
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（出典：「⽇本語教育の参照枠 報告」p.22）

「⽇本語教育の参照枠」熟達度の全体的な尺度



●社会︓⽇本語学習者の周囲の⼈々による学習者の⽇本語能⼒の熟達度の把握が可能と
なり、⽇本語学習を⽀える環境が醸成される。⾏動による⽀援⽅針が明確になる。共通の指標
を持ち、お互いの知⾒を共有し連携することで、⽇本語教育全体の質の向上につながる。
●⾏政課題︓ 国や地⽅公共団体が地域⽇本語教育の⽬標や⽅針、教育内容を設定する
ために参照することにより、⾃⽴した⾔語使⽤者として必要となる⽇本語の学種環境の整備につ
ながる。
●教育課題、⽇本語教師︓⽇本語教師が⽇本語学習者の熟達どを客観的に把握し、具体
的な教育活動の設計や評価が可能になる。分野別の能⼒記述⽂が整備されることにより、各
領域に応じた学習⽬標の設定ができ、必要な⽇本語能⼒の習得に繋げることができる。
●試験機関︓複数の⽇本語能⼒の判定試験間における通⽤性が⾼まる。
●⽇本語学習者︓⾃らの⽇本語能⼒の熟達度を客観的に把握し、具体的な学習⽬標を設
定して⾃⽴的に学習を進めることができ、⽇本語能⼒の向上につながる。国や居住地、教育機
関を移動しても、適切な⽇本語教育を継続的に受けることができる。

国内外における日本語教育の質の向上を通して、
共生社会の実現に寄与する。

期待できる効果
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ここを見れば情報があります

• NEWS 日本語教育コンテンツ共有システムhttps://www.nihongo-ews.mext.go.jp

• 「日本語教育の参照枠」報告 2021

• 「日本語教育の参照枠」の活用のための手引き 2022

• 「日本語教育の参照枠」補遺版のための検討事項 2024
「「⽇本語教育の参照枠」の⾒直しのために検討すべき課題について ―
ヨーロッパ⾔語共通参照枠 補遺版を踏まえてー」

「日本語教育の参照枠」とは？
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CEFRとCEFR-CV
CEFR and CEFR-CV

03
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ＣＥＦＲの発表（2001）

Common European Framework of Reference 
for Languages

ヨーロッパ言語共通参照枠(CEFR)

Council of Europe, 
Language Policy Division, Strasbourg
欧州評議会言語政策部門（ストラスブール）

＊European Union欧州連合とは別組織

22



CEFRの理念

ヨーロッパ域内の人的交流の促進

民主的ヨーロッパ市民のアイデンティティの形成

生涯教育 としての言語教育／学習

複言語主義 plurilingualism

少数言語の尊重
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能力記述文

「初級文法の習得」
等

短い個人的手紙を
書くことができる

時事問題の記事が読める
等

「～ができる Can-do」型の記述

肯定的に捉える 学習者は社会的行為者
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CEFRで考える「学習者観」

みんながネイティブを目指すわけではない
部分的能力を認める

学習内容や方法に主体的に関わる
自律的学習者 autonomous learner 
であり、学習ストラテジーも学習する

学習者は、人生経験のある
社会的行為者social agent である

他の言語レパートリーもある複言語話者

学習者は個々の学習目的を持っている
日本語でどんな行動ができるようになりたいのか意識化する
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「言語教育観」の変化

「教師中心」から
「学習者中心主義 Learner-Centredness」へ

学齢期の教育に限らない
「生涯教育」へ

受け身でない
自律的学習者 autonomous learner の育成へ

言語知識の（蓄積）学習から
コミュニケーション（運用）能力育成

行動中心主義へ
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CEFRの魅力

２ 平和を希求し、民主主義、人権意識に訴える姿勢

１ 世界的視野に立ちグローバル化を冷静に
受け止める姿勢で「複言語主義」の理念を持つ

３ 現代的教育観の体現

４ 行動中心主義

５ 肯定的人生観／学習観

６ 言語の標準テスト／大規模テストの指針／代替的評価

７ 柔軟な姿勢：「透明性」「共通性」「強制しない」
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CEFRに明言された姿勢

•読者（CEFRのユーザー）は、自分の置かれた教育
現場によってその内容を選択的selectiveに使用す
ることが期待されている

• CEFRは、言語教育で「何をすべきか、どうすべき
かを指示しようとは考えていない」（序章；２）

• 「言語教育に関する問題を考えるのに、ありうる選
択肢を示し、当事者が熟考reflectしやすいように
枠組みを示すもの」
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CEFR-Companion Volume（補遺版／増補版）（2018）の公開
＜進化し続けるCEFR＞

•学習者は「社会的行為者social agent」
• 「母語話者」を目指さなくてもよい
• 「４技能＋３要素：文法、語彙、発音」からの脱却
•言語：ダイナミックで複雑、変化することが前提
• 「個別学習」より「ネットワーク」
•仲介Mediationを広く考え、教育に生かす
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CEFR-Companion Volumeの新しさ
CEFRからの変更点

• 共通参照レベルの細分化 Pre-A1レベル、A2+またはA2.2 の創設
• 用語の改訂（読みやすさ、わかりやすさ）：主要概念（キーコンセプト）の解説
• 新しい点
–オンライン言語の能力記述
–手話の能力記述、共通参照レベル
–Medication仲介（媒介、架橋）の能力記述の精緻化
–言語活動の考え方（４技能５活動から４つのカテゴリーへ）
•４つのカテゴリー： 受容、産出、やりとり、仲介30

「日本語教育の参照枠」には含まれていない →今後の検討課題へ
＊「日本語教育の参照枠」補遺版のための検討事項 2024
「「⽇本語教育の参照枠」の⾒直しのために検討すべき課題について
             ―ヨーロッパ⾔語共通参照枠 補遺版を踏まえてー」



言語教育観のアップデート
／アップグレード

Updating perspectives/beliefs of 
language education 
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言語教育観の更新のために
これまでの日本語教育実践を振り返る：私たちのビリーフ？

• 学習者に教えるべき「正しい」「唯一の」 「不動の」日本語がある
• 学習者は、日本語・日本文化を学ぶために来日した
• 学習者が「母語話者」のように日本語を運用することを目指すべきだ
• 初級の「文型積み上げ式」の教え方が最強の教授法だ
• 日本語教育は、「文法＋語彙＋発音＋文字」を教えるものだ
• 学習者が「正しく」日本語を覚えたかどうかをチェックすること＝評価
• 教師の役割は、学習者の間違いを正すことだ
• 正確さ ＞ 流暢さ ＞ 適切性 の順に教師は指導すべきだ

• 良い教師は、「楽しく、早く、効率良く、飽きさせないで」学習者に日本語知識を身につけさ
せられる

• 日本語能力試験（など）の外部試験の合格者数を多くすることが教師の役目

32

「「全体」は「部分」の総和である」という考えに固執している？
（North & Piccardo, 2020 CEFR-CV Ch.1)



CEFRで示されている「言語教育観」

• （1）言語知識の蓄積を目標とする学習から、コミュニケーション（運用）能力育成のために、「行動
中心アプローチ action-oriented approach」を取り、その言語で何ができるのかに着目する

• （2）（従来の「教師中心」から）学習者の多様性を尊重する「学習者中心」へ

• （3）受け身でない自律的学習者autonomous learnerの育成へ

• （4）学齢期の教育に限定しない「生涯学習」の機会保障へ
33



国際交流基金「JF日本語教育スタンダード」

「みんなのCan do」サイト

「課題遂行能力」

→教材開発： 『まるごと』 『いろどり』

CEFRを参照した
「JF日本語教育スタンダード」
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CEFRを参照した
「課題遂行型の日本語教育」



日本語学習者のために
For jsl/jfl learners

05

36



37

CEFRの6レベルは、学習者の言語能力を極めて「単純化」したもの

→一人一人違うはず 「ポートフォリオ（横顔）」の活用



・ 評価の共通性

・ 学習目的→ 教育内容 → 評価

評価の柔軟性

多様な評価方法を学ぶ

・ ＜参考＞ JLPTとCEFRの対応付け （2024）

https://www.jlpt.jp/about/cefr_reference.html

学習目標・教育内容・評価の一貫性
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関連出版物
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『技能実習生と日本語のリアル』
41
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『移民が導く日本の未来
ｰポストコロナと人口激減時代の処方箋』 
（明石書店、2020.８）
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特集：わたしたちの複言語・複文化
「CEFRを参照した「日本語教育の参照枠」を巡って」
真嶋潤子
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「帰れ」ではなく「ともに」：

川崎「祖国へ帰れは差別」裁判とわたしたち

石橋学,板垣竜太他 | 2024/10/30

大月書店

https://www.amazon.co.jp/%E3%80%8C%E5%B8%B0%E3%82%8C%E3%80%8D%E3%81%A7%E3%81%AF%E3%81%AA%E3%81%8F%E3%80%8C%E3%81%A8%E3%82%82%E3%81%AB%E3%80%8D%EF%BC%9A%E5%B7%9D%E5%B4%8E%E3%80%8C%E7%A5%96%E5%9B%BD%E3%81%B8%E5%B8%B0%E3%82%8C%E3%81%AF%E5%B7%AE%E5%88%A5%E3%80%8D%E8%A3%81%E5%88%A4%E3%81%A8%E3%82%8F%E3%81%9F%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%A1-%E7%9F%B3%E6%A9%8B%E5%AD%A6/dp/4272331167/ref=sr_1_1?__mk_ja_JP=%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&crid=3880F8197B03Y&dib=eyJ2IjoiMSJ9.c4qhMX7MJ2b8B6Njf5Zkteo_ZxelPXckhF0_BZnshyrjblTBhI6VItqQG_mA-FPpc5dlUT6tmucYfsMuJieBDfWK263VTc4q4HJb51OcXYswroDAvDewvfG0isuT7dpJSOluMiproxvMksfgLzkDsA.6IQgUwY6NwXTSQQCF_Bwx7LpvmQoYHkTivpddyMHU-k&dib_tag=se&keywords=%E5%B8%B0%E3%82%8C%E3%81%A7%E3%81%AA%E3%81%8F%E3%81%A8%E3%82%82%E3%81%AB&qid=1732236380&s=books&sprefix=%E5%B8%B0%E3%82%8C%E3%81%A7%E3%81%AA%E3%81%8F%E3%81%A8%E3%82%82%E3%81%AB%2Cstripbooks%2C161&sr=1-1
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(2016)   (2010)

ヨーロッパの日本語教育からの発信（例）

(2005) 
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日本語教師も自律的になる必要？

• 『CEFRをふまえた言語学習・教育・評価』
• 「教師の自律性 Teacher autonomy」
–Self-reflection  自分の（授業の）振り返り
–Critical inquiry 批判的な問い
–Action 行動する

２１世紀の言語教育の方向性？
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<Video lectures>
• Brian North on the innovative aspects of the CEFR https://www.youtube.com/watch?v=erv-

KdLSIZA
• Introducing the CEFR Companion Volume with Brian North

https://www.youtube.com/watch?v=yOSCty2fM2Q&list=PLbEWGLATRxw-
Uk2AH6TqSTiyC8yhabMNe

• Dr. Enrica Piccardo #OISEresearch https://www.youtube.com/watch?v=uL4yyWZ1gy4
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真 嶋 潤 子

Thank you
ご清聴ありがとうございました。
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